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i　被推計働援物資のご臨力、本当にi
iありがとうございま一九4月24日までの状況をi
i報軌＼たしますも　　　　　　　　　　　　　■

i　一柳陸愉1件1，妬1，205円　　　－
】　　　　　うち伊那市　7亀519円　　l

庫コメ、生活用晶もたくさん寄せられ　　　，
！栄村訪万円　福島県二本松市15万円　・
！宮城県亜万円他ま県・中央委員会を通じて≒
！各所へ、樋時届けられていま一九（担当　武田）】
」＿＿＿＿

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
〇
日
た
ち
ま
し
た
。
災
害
の
全
ぼ
う
を
一
日
も

早
く
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
復
興
の
た
め
に
い
っ
そ

う
大
き
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

l
方
、
「
安
全
神
話
」
か
ら
き
っ
ぱ
り
抜
け
出
す
「
原
子
力
行
政
の
転

換
」
を
求
め
る
世
論
も
日
増
し
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
編
集
部
）

日
本
共
産
党
伊
都
市
議
団
と
伊
那
市

委
員
会
は
、
大
震
災
被
災
地
の
東
北
地

方
3
県
と
巣
材
へ
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
、
現
地
の
要
請
に
基
づ
き
、
数
次

に
わ
た
り
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

第
1
次
隊
は
、
派
遣
先
は
ま
だ
未
定

で
す
が
、
き
た
る
5
月
1
8
日
～
2
0
日
に

派
遣
し
ま
す
1
第
2
次
隊
以
降
の
日
程

な
ど
は
未
定
で
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け

る
方
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、

党
事
務
所
ま
た
は
市
議
宅
に
至
急
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

頼
ま
れ
仕
事
で
な
く

苦
報
軽
減
へ
自
発
的
活
動

交
通
手
段
や
宿
喝
食
事
な
ど
全
て

「
自
己
完
宥
翠
に
な
り
ま
す
1
今
回

は
集
団
で
の
活
動
に
な
り
、
そ
こ
で
の

ル
ー
ル
に
そ
っ
た
行
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。お
も
な
珪
事
は
、
支
援
物
資
の
お
届

け
隊
、
泥
出
し
、
清
掃
な
ど
で
す
1
体

カ
的
に
も
厳
し
い
仕
事
に
な
り
ま
す
。

服
装
や
持
ち
物

作
業
し
や
す
い
襲
防
寒
考
軍
手
、

ゴ
ム
手
簡
　
マ
ス
ク
看
れ
ば
防
華
、

タ
オ
ペ
最
善
【
羽
王
下
）
、

着
替
ろ
常
襲
等
携
帯
ラ

ジ
オ
、
懐
寿
水
筒
洗
面
用
具
、

傘
、
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
。

ま
た
同
時
に
救
援
物
資
や
義
援
金
も

届
け
ま
す
の
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
覚
上
伊
那
地
区
委
員
会

取
　
7
2
・
2
4
6
5

ま
た
は
党
伊
那
市
菌
ま
で

飯
島
　
光
量
　
7
2
・
8
4
8
7

前
沢
け
い
子
　
7
6
－
2
3
9
1

柳
川
ひ
ろ
み
　
7
6
・
5
7
7
0

⑳
安
全
最
優
先
の
学
力
行
政
に
家
を

富

県

　

小

牧

　

崇

二
〇
年
あ
ま
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
汚
染
地
帯
に
住

む
人
々
と
つ
き
あ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
ほ
と
ん
ど
電
気
は
使

わ
ず
自
然
の
中
で
暮
ら
す
農
民
で

す
。
原
発
が
い
っ
た
ん
事
故
を
超

こ
す
と
、
そ
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ

て
い
る
大
都
市
の
住
民
よ
り
も
、

自
然
の
中
で
暮
ら
す
地
方
の
住
民

に
牙
を
む
き
ま
す
。

今
回
の
原
発
震
災
も
、
被
害
は

大
消
費
地
東
京
都
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

⑱
今
回
の
大
地
震
と
原
発
事
故
に
つ
い
て
の
防

災
対
策
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
津
波
研
究
家

の
山
芸
男
氏
（
元
蓋
長
）

は
多
く
の
著
書
で
津
波
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
も

の
高
さ
で
襲
っ
て
く
る
こ
と
を
警
告
し
て
い

た
。
他
の
研
究
者
も
同
じ
警
告
を
し
て
い
た
が
、
防

災
対
策
に
は
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
▼
原
発
事
故
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
人
災
で
あ
る
。
原
発
が
大
津
波
に

よ
毒
矢
で
炉
心
溶
融
に
至
る
と
国
会
で

日
本
共
産
党
の
吉
井
英
勝
議
員
が
二
〇
〇
六
年
に
追

及
し
、
昨
年
は
非
常
用
の
発
電
機
の
破
壊
ま
で
予
見

し
て
追
及
し
て
い
た
が
、
原
子
力
安
全
委
員
長
も
原

子
力
案
エ
・
保
安
院
長
も
「
現
実
に
は
起
こ
ら
な
い
」

と
対
応
を
拒
否
し
て
い
た
の
だ
▼
毎
日
テ
レ
ビ
に
登

場
し
て
「
安
全
で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
繰
り
返
し
て

い
る
の
は
、
東
大
中
心
に
そ
の
多
く
の
学
者
が
電
力

会
社
か
ら
莫
大
な
研
究
費
を
も
ら
い
原
発
推
進
の
研

究
を
し
て
き
た
御
用
学
者
た
ち
だ
。
原
発
の
危
険
性

を
警
告
し
て
き
た
立
命
館
大
学
の
安
斎
育
郎
先
生
に

以
皿
叫
伊
那
の
講
演
会
で
話
を
き
い
た
。
東
大
時
代

に
は
電
力
会
社
か
ら
「
安
斎
担
当
者
」
が
派
遣
さ
れ

て
き
て
い
て
先
生
が
講
演
会
で
話
し
た
内
容
は
す

べ
て
学
部
長
と
会
社
に
報
告
さ
れ
、
ま
た
学
部
内
で

も
冷
や
飯
を
食
わ
さ
れ
、
立
命
館
大
に
出
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
一
義
大
学
の
原
子
炉
実
験
所
で
原
発

批
判
し
て
き
た
「
六
人
組
」
と
い
わ
れ
る
研
究
者
た

ち
も
研
究
費
は
も
ら
え
ず
助
手
の
ま
ま
で
昇
進
も
な

く
退
職
し
て
い
亀
し
か
し
今
国
民
は
「
安
全
神

話
」
を
疑
い
始
め
、
こ
れ
ら
の
学
者
た
ち
の
声
に
耳

を
傾
け
始
め
て
い
る
▼
五
月
四
日
に
は
伊
那
市
の
非

核
市
民
の
令
か
地
震
・
原
発
の
緊
急
掌
習
筈
藍
開
く
。

人
類
の
ク
ラ
イ
シ
ス
毒
を
克
服
で
き
る
の
は
、

ク
ラ
イ
シ
ス
の
も
う
一
つ
の
意
味
で
あ
る
「
転
蓼

し
か
な
い
。
人
類
の
創
り
だ
し
た
核
兵
器
と
原
発
を

廃
業
す
葦
動
か
ら
始
め
た
い
。



第609号（2）伊那民報2011年5月1日

スーパーの蘭で被災者救援募金を訴える

新日本婦人の会伊那支部のみなさん

（
1
ペ
ー
ジ
か
ら
）
　
で
は
な
く
、
東
京
電
力

の
管
内
で
も
な
い
福
島
県
の
農
民
や
漁
民

に
集
中
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
子
力
は
「
弱
い
人
た
ち
を
踏
み
台
に
す

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
汚
染
地
帯

は
、
原
発
事
故
に
よ

東
8
本
大
震
叉

披
見
者
家
裁
と
な
っ
て

り
大
量
の
放
射
能
が

放
出
さ
れ
た
時
、
風

下
に
位
置
す
る
地
域

に
広
が
り
ま
し
た
。

最
大
の
汚
染
地
帯
は

原
発
か
ら
1
0
0
～

2
0
0
キ
ロ
離
れ
た

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
田
園

地
帯
で
す
。
浜
岡
を
例
に
す
る
と
ち
豆
う

ど
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
伊
那
谷
が
そ
の

1
0
0
キ
ロ
圏
に
相
当
し
ま
す
。
し
か
も

浜
岡
原
発
は
、
い
つ
起
こ
つ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
の
震

源
の
真
上
に
あ
る
の
で
す
。

私
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
と
つ
き
あ

い
始
め
た
頃
放
射
線
測
定
器
を
購
入
し
、

以
後
二
〇
年
あ
ま
り
頭
の
ど
こ
か
に
　
「
浜

岡
」
が
あ
っ
て
自
室
に
置
い
た
測
定
器
を

止
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸

い
現
在
に
至
る
ま
で
「
異
常
」
　
の
サ
イ
ン

は
出
て
い
ま
せ
ん
。
早
く
安
心
し
て
こ
の

測
定
機
を
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
救
援
・
中
部
）

西
箕
輪

地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
と
未
曾
有
の

大
災
害
は
全
世
界
の
人
び
と
を
震
撼
さ
せ

ま
し
た
。
南
相
馬
市
と
仙
台
市
出
身
の
私

た
ち
は
被
災
者
家
族
と
な
り
安
否
確
認
も

出
来
ず
に
過
ご
し
た
数
日
間
。

津
波
で
は
親
戚
、
友
人
、
知
人
が
犠
牲

と
な
り
、
ふ
る
里
が
廃
墟
と
化
し
た
。
大

自
然
の
炸
裂
を
前
に
茫
然
自
失
、
な
す
術

が
な
い
。
原
発
か
ら
逃
れ
て
北
海
道
、
新

潟
、
群
馬
、
長
野
へ
と
避
難
し
て
い
る
兄

弟
家
族
。
我
家
に
は
姪
夫
妻
が
散
々
な
目

に
遭
い
な
が
ら
辿
り
つ
い
た
。
月
七
万
円

の
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
は
ど
う
な
る
？

福
島
原
発
か
ら
1
5
血
圏
内
の
自
宅
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
怒
り
を
押
し
殺
し
現
実

荒
　
恵
子

の
適
し
さ
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
「
自
然

に
対
し
て
謙
虚
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
　
の

言
葉
。
本
当
に
そ
う
で
あ
る
。
安
全
神
話

は
ど
こ
へ
行
っ
た
！

四
月
二
十
日
付
信
毎
に
掲
載
さ
れ
た
共

同
通
信
編
集
委
員
杉
田
弘
毅
氏
の
　
「
科
学

技
術
立
国
の
お
ご
乃
」
－
大
震
災
・
原
発

日
本
を
論
じ
る
世
界
「
と
題
す
る
記
事
を

興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
ア

メ
リ
カ
の
政
治
評
論
家
某
氏
は
、
日
本
で

始
ま
っ
た
自
発
的
な
団
結
の
動
き
や
独
創

的
な
被
災
者
支
援
に
着
目
し
、
「
改
革
と

は
上
か
ら
で
は
な
く
て
、
下
か
ら
起
き
る

も
の
だ
」
と
断
言
。
「
民
衆
主
導
の
変
革

の
到
来
を
予
想
し
て
い
る
。
」
と
結
ん
で

い
ま
す
。
お
風
呂
に
は
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、

温
か
い
う
ど
ん
を
食
べ
さ
せ
た
い
、
思
い

は
被
災
地
へ
飛
ん
で
い
る
。
五
月
の
連
休

を
利
用
し
て
避
難
所
訪
問
し
よ
う
と
、
■
避

難
所
ぐ
ら
し
を
し
て
い
る
高
野
町
議
（
女

川
）
　
へ
連
絡
。
「
何
欲
し
い
？
」
　
「
な
ん

に
も
い
ら
ね
え
が
ら
顔
見
せ
で
け
ろ
■
！
」

と
の
事
。
ガ
レ
キ
の
山
を
少
し
で
も
片
付

け
し
、
と
に
か
く
被
災
者
の
生
の
声
を
一

人
で
も
多
く
聴
い
て
こ
よ
う
、
絵
手
紙
で

代
筆
し
「
現
地
か
ら
の
声
」
　
コ
ー
ナ
ー
を

緊
急
学
習
会

地
震
・
原
発
の
危
険

を
考
え
る

講
師
　
関
根
一
昭
先
生

（
埼
玉
県
の
高
校
理
科
教
師
）

関
根
先
生
は
、
今
回
の
大
地
震
と
連
動
し

て
内
陸
直
下
型
の
大
地
寮
が
長
野
県
で
起
き

る
可
璧
掃
し
て
い
葺

日
　
時
　
5
月
4
日
（
休
日
）

午
後
1
時
半
～
4
時
半

場
　
所
　
い
な
っ
せ
5
階
会
議
室

参
加
費
　
1
0
0
0
円

（
含
テ
キ
ス
ト
代
）

主
催
‥
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
さ
ら
に
す
す
め
る

伊
那
市
民
の
会

連
絡
先
　
宮
下
（
7
2
・
9
4
1
1
）

準
備
し
よ
う
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
事

は
何
か
を
明
ら
か
に
し
、
政
府
と
東
電
の

責
任
で
一
刻
も
早
く
、
被
災
の
全
容
を
解

明
し
よ
う
。
其
の
救
援
を
心
か
ら
お
願
い

し
た
い
。
浜
岡
の
即
時
停
止
は
緊
急
に
。

そ
し
て
、
義
援
金
は
、
全
額
被
災
者
個
人

に
配
分
す
る
こ
と
等
、
急
い
で
欲
し
い
。

補
償
金
、
義
援
金
配
分
で
薪

た
な
ま
別
が
生
じ
な
い
よ
う
、

政
府
の
対
応
が
問
わ
れ
て
い

二言lごl

る
。
生
き
る
希
望
の
火
を
消
鞠
濁

さ
な
い
で
！
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ご
毒
ご
協
力
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

こ
の
た
び
の
一
斉
地
方
選
挙
へ
の
ご
支
嘩
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
致
し
ま
彗
住
民
の
く
ら
し
・
■
福
祉
の
充
実
、
災
害
対
策
な
ど
の

公
約
実
現
に
ひ
き
続
き
奮
闘
し
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
学
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
彗

○
県
議
選
．
　
善
林
伸
陽
（
上
伊
那
郡
g

林
　
奉
文
（
駒
ヶ
根
市
区
）

○
駒
ヶ
根
市
議
選
　
当
選
坂
本
裕
彦
　
当
選
竹
村
誉

○
辰
野
町
議
選
　
当
選
根
橋
俊
夫
　
当
選
永
原
良
子

○
箕
輪
町
議
選
　
当
選
槍
本
五
郎
　
当
選
岡
田
垂
一
朗

○
南
箕
輪
村
議
選
　
当
選
久
保
村
義
輝
　
三
沢
澄
子

四
月
二
十
五
日
　
日
本
共
産
党
上
伊
那
地
区
委
員
会

同
　
　
伊
那
市
委
員
会

聞
く
こ
と

前
沢
抒
い
子

！
癖
御
酎
糾
い
．
か
掛
か
呵
木
製
針
山

蔑
員
の
仕
事
の

ひ
と
つ
に
様
々
な

相
談
事
が
あ
る
。
道
路
の
補
修
、

借
金
の
相
談
、
税
金
の
滞
納
、
医

療
や
介
嘩
家
の
貸
借
や
隣
地
境

界
の
い
ざ
こ
ざ
な
ど
、
様
々
な
相

談
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
そ
の
中
で

も
最
近
増
え
て
い
る
と
感
じ
る
の

は
、
心
の
問
題
で
す
。

不
登
校
や
い
じ
め
、
パ
ニ
ッ
ク

降
が
い
、
様
々
な
発
達
降
が
い
や

じ
っ
く
り
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
用

人
を
無
条
件
に
信
用
し
て
ゆ
つ
く
…

り
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
今
ま
”

で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
も
ご
も
川

語
ら
れ
る
。
心
の
問
題
を
抱
え
た
”

多
く
の
人
が
差
別
的
発
言
を
は

受
け
た
り
、
人
格
を
傷
つ
け
…

ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
“

わかった。　　　　　　－

心
理
学
の
専
門
家
で
も
な
“

い
私
に
で
き
る
こ
と
は
多
く
は
川

無
い
が
、
受
け
止
め
て
聞
い
て
あ
…

げ
る
だ
け
で
も
、
帰
る
頃
に
は
笑
W

顔
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
多
い
。
“

・

・

－

・

－

●

l

●

1

－

1

，

l

●

1

－

1

t

 

l

■

一

．

－

．

L

笥
霊
◎
⑳
霊
◎
⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

㊧

啓

◎

⑳

母

⑳

⑳

箪

S

「
轟
量
産
に

．
　
　
ふ
れ
て
の
こ
と

約
　
3
、
東
京
高
裁
全
員
無
罪
判
決
！

牒
　
こ
の
年
（
一
九
七
二
年
）
　
1
2
月
1
日
、
午
前
1
0
時
、

鍼
東
京
高
裁
か
ら
被
告
1
3
名
全
員
に
く
だ
さ
れ
た
判
決
。
川

鍋
）
私
の
当
時
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
「
歴
史
手
帳
」
こ
の
日
“

銅
の
メ
モ
を
ひ
も
と
く
と
、

…
①
鮎
甥
適
評
頂
判
決
、
無
罪
。
葺

鍼
　
②
坂
井
菩
夫
氏
と
電
話
で
藩
喝
　
（
注
②
〕

◎
　
③
林
百
郎
・
、
原
茂
氏
選
対
事
務
所
顔
出
し
車
、
陣

㈹
　
中
見
舞
い
。
〔
注
③
〕

∴
…
最
情
彗
摘
肝
描
け
轟
…
い
■

緋
こ
謂
㌢
㌍
㌧
柑
㌣
出
せ
な
い
点
が

高
√
臣
踊
…
鍔
詔
粧
招
貢
…
・

蒜
帥
鋸
払
酢
細
川
臣
節
帥
銅
紅
絹
絹
針
「
絹

錮
場
所
に
あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
そ
の
頃
の
わ
が
家
で

◎
は
、
や
っ
と
2
年
前
の
3
月
に
、
テ
レ
ビ
は
白
黒
か

鍼
ら
よ
う
や
く
カ
ラ
ー
に
し
た
。
ま
た
同
時
に
電
気
洗

凋
詩
情
結
障
踊
蝉
㌍
．

崇
摘
措
鍔
摘
録
柚
露
訳
鵠
詔
伸

閑
出
の
自
宅
1
下
島
1
伊
那
町
電
車
、
春
日
町
↓
中
小

◎
沢
バ
ス
、
中
小
沢
お
宮
の
そ
ば
の
山
道
を
歩
い
て
到

教
頭
に
出
張
届
け
を
出
し
、
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

⑳

⑳

◎

⑳

歩

む

⑳

◎

◎

㊧

⑳

⑳

⑳

⑳

吟

◎

⑳

⑳

◎

串

仁
り
㌣
し
オ
拍
ん
言
上
㌣
シ
ー
い
・
岬
…
伸
二

上
伊
那
図
書
館
（
教
員
組
合
書
記
局
）
に
行
っ
た
は
血

ず

で

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

銅

書
記
局
備
え
つ
け
の
ラ
ジ
オ
で
、
刻
々
入
る
ニ
ュ
ー
ぬ

ス
を
聞
い
て
、
専
従
の
梅
垣
さ
ん
（
書
記
）
と
と
も
由

に
、
「
よ
か
っ
た
ね
。
」
と
話
し
あ
っ
た
に
ち
が
い
鍼

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

由

＝

鎗

前
記
冒
頭
の
、
小
生
の
メ
モ
の
注
解
左
の
通
り
。
踊

〔
注
①
〕
祝
電
咤
別
項
に
メ
モ
が
あ
っ
た
。
　
　
　
払

ナ
ガ
イ
タ
タ
カ
イ
ノ
シ
ョ
ウ
リ
、
オ
メ
デ
ト
ウ
ゴ
銅

ザ
イ
マ
シ
タ
　
ゴ
ク
ロ
ウ
サ
マ
デ
シ
タ
、
ケ
ン
キ
ョ
愈

ウ

ソ

カ

ミ

イ

ナ

シ

ブ

　

　

　

　

　

　

　

　

銅

辰

野

町

辰

璧

是

薪

簑

塾

翠

宛

　

　

　

　

　

　

ぬ

〔
注
②
〕
坂
井
春
夫
氏
。
当
時
、
伊
那
市
教
育
委
員
餌

会
委
員
長
・
上
伊
那
地
教
委
連
絡
会
委
員
長
、
上
錮

伊
那
護
憲
連
事
務
局
長
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
ゐ

3
9
回
県
教
組
大
会
（
6
・
1
0
於
‥
長
野
市
勤
福
々
銅

ン
タ
ー
）
で
の
、
私
の
「
辰
野
事
件
支
援
特
別
決
拉

議
」
の
提
案
説
明
を
傍
聴
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
踊

〔
注
③
〕
第
3
3
回
総
選
挙
は
公
示
さ
れ
（
1
1
・
2
0
）
　
ぬ

選
挙
戦
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
ほ
・
1
0
投
票
で
、
踊

指
摘
闘
い
摘
謂
指
摘
謂
‰
相
通
…

沌
柏
里
が
錮
雛
が
齢
削
㍗
謂
摘
緋

た
。
七
転
び
八
起
き
の
林
百
郎
さ
ん
は
、
5
万
7
鍼

8
3
1
禁
。
こ
の
国
会
で
議
員
団
副
団
長
に
な
つ
立

て
い
る
。
ご
れ
ら
国
政
選
挙
に
対
し
て
、
上
伊
踊

那
地
区
評
（
地
区
労
）
に
後
か
ら
入
っ
た
教
組
に
盛

は
、
中
立
宣
言
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
′
摘

政
党
支
持
の
自
由
．
と
い
う
か
′
革
新
政
党
支
持
盈

＝
社
共
両
党
支
持
一
が
暗
黙
の
線
で
あ
っ
た
の
か
・
踊

瞑
鍼
銅
板
鮎
鮒
詣
小
針
詣
紺
銅
捌

労
働
運
動
十
年
の
歩
み
」
で
の
G
氏
発
言
）
　
　
銅

…
⑳
㊧
⑳
◎
摘
摘
¢
凋
昏
摘
』
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私のたのしみ

長谷　中島　文子
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食憲法9集を守る上伊那教職員の集い
5月3日（火）13：30′）　坂下公会堂

困醐柳‾一一一‾‾「‾－‾▲‾▼「
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食手島9集の会
5月28日（土）19：00～　手良いこいの家

ぎ
っ
く
り
腰
闘
病
記上の
原
　
山
村
　
茜

そ
れ
は
旧
年
十
一
月
半
ば
の
こ
と
だ
っ

た
。
知
人
の
九
十
七
才
の
老
女
が
娘
さ

悠
招
紺
巨
吊
摘
蕪
－

た
瞬
間
ギ
ク
ツ
と
き
ち
初
め
て
だ
っ

た
け
れ
ど
l
ぎ
っ
く
り
犀
だ
と
わ
か
っ

た
。
激
痛
で
は
な
か
っ
た
の
で
翌
日
か

ら
三
日
間
、
つ
ま
っ
て
い
た
用
事
を
こ

な
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

の
署
名
2
0
軍
属
組
長
と
し
て
配
り
物

1
0
軒
∵
漬
け
物
な
ど
。

医
者
へ
行
っ
た
の
は
四
日
目
だ
っ
た
。

「
す
ぐ
休
め
ば
一
週
間
も
た
て
ば
痛
み

は
取
れ
る
」
と
聞
い
た
け
れ
ど
後
の
祭

り
だ
っ
た
。
A
病
院
の
先
生
は
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
「
背
骨
が
曲
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
」
と
言
っ
た
。
思
い

が
け
な
い
そ
の
言
葉
は
、
私
を
う
ち
の

め
し
た
。
先
生
は
「
食
品
栄
養
表
」
を

渡
し
て
説
明
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
見

な
が
ら
「
冷
蔵
庫
に
田
作
り
が
あ
る
か

ら
あ
れ
を
煎
っ
て
お
や
つ
に
食
べ
よ
う
」

と
考
え
て
い
た
。
更
に
先
生
は
「
貴
女

が
重
い
も
の
を
持
た
な
く
て
も
、
早
晩

こ
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
ち
4
」
皇
一
一
ロ
っ

た
。
少
し
前
、
壮
年
の
M
さ
ん
が
「
ピ

ン
ポ
ン
玉
を
拾
お
う
と
腕
を
伸
ば
し
た

ら
ギ
ク
ツ
と
き
た
ん
だ
よ
。
」
と
言
っ

た
の
を
思
い
出
し
た
。
A
病
院
で
の
週

一
度
の
カ
ル
シ
ウ
ム
注
射
、
腰
の
温
め
、

自
転
車
こ
ぎ
の
治
療
が
三
月
ま
で
続
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
隣
の
待
合
椅
子
に

い
た
中
年
の
女
の
人
が
こ
う
言
っ
た
。

「
私
ね
、
こ
れ
で
四
年
こ
こ
に
通
っ
て

い
る
の
よ
。
」
　
「
え
！
四
年
？
」
私
は

絶
句
し
た
。
注
射
の
後
、
看
護
師
さ
ん

に
小
声
で
「
あ
の
ね
え
、
い
つ
ま
で
こ

の
注
射
続
く
の
。
」
と
聞
い
た
。
「
ず

ー
㌢
－
つ
と
続
け
る
の
よ
。
」
こ
と
も
な

げ
の
返
事
。
「
え
ー
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
死

ぬ
ま
で
っ
て
こ
と
？
」
そ
の
時
、
ひ
そ

か
に
「
病
院
を
変
え
よ
う
と
思
っ
た
。

周
り
の
人
に
聞
く
と
、
近
く
の
B
病

院
に
も
整
形
外
科
が
あ
る
と
い
，
ス
　
B

先
生
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
み
な

が
ら
も
「
骨
が
曲
が
っ
て
い
る
」
と
は

決
し
て
言
わ
な
か
っ
た
。
触
診
し
て
手

足
を
動
か
し
て
「
き
ょ
う
出
す
薬
が
ど

う
効
く
か
知
り
た
い
か
ら
一
週
間
た
っ

た
ら
来
て
下
さ
い
。
」
と
言
っ
た
。

ま
だ
長
く
立
っ
て
い
る
と
ジ
ー
ン
と

熱
く
な
っ
て
痛
い
。
腰
を
落
と
し
て
作

業
し
て
も
痛
く
な
る
。
初
め
の
う
ち
は

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
る
の
が
難
行
苦

行
だ
っ
た
。
床
の
ゴ
ミ
を
拾
う
の
も
大

変
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
楽
々
起
き

址
群
れ
て
テ
レ
ビ
体
操
が
で
き
る
。

尤
も
朝
歩
い
て
ト
イ
レ
警
き
の

ヨ
ロ
ヨ
ロ
咤
絶
芸
見
せ
ら
れ
な
り

「
五
十
肩
の
時
だ
っ
て
長
く
か
か
っ
た

も
の
。
あ
れ
を
思
え
ば
順
調
よ
」
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

柳
青
む

上
新
田
　
　
原
　
弘

例
年
に
な
く
寒
か
っ
た
三
月
も
過
ぎ
四

月
半
ば
、
花
も
開
き
川
辺
の
柳
も
青
く
な
っ

て
き
た
。
そ
の
昔
中
学
二
年
頃
だ
っ
た
と

思
う
が
、
大
野
田
君
と
い
う
友
人
が
「
原
、

こ
れ
を
」
と
い
っ
て
啄
木
の
『
一
握
の
砂
』

か
『
悲
し
き
玩
具
』
だ
っ
た
か
忘
れ
た
が

詩
集
を
渡
さ
れ
、
当
時
文
学
の
ぶ
の
字
も

知
ら
な
い
自
分
に
、
「
啄
木
は
大
し
た
も

の
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。

や
が
て
二
、
三
年
経
っ
て
何
と
な
く
啄

木
の
歌
心
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た

頃
、
今
度
は
「
啄
木
も
な
ん
だ
が
、
近
頃

俺
は
こ
れ
が
気
に
入
っ
た
」
と
言
っ
て
横

光
利
一
の
本
を
く
れ
た
が
、
ど
こ
が
感
動

し
た
の
か
気
に
入
っ
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
分

か
ら
な
い
ま
ま
幾
十
年
か
過
ぎ
、
他
の
友

人
と
三
人
で
話
を
し
て
い
た
時
、
そ
の
友

人
が
ふ
と
大
野
田
君
に
啄
木
の
詩
の
中
で

ど
れ
が
一
番
気
に
入
っ
た
か
と
聞
い
た
と

こ
ろ
、
「
『
や
は
ら
か
に
柳
あ
を
め
る
北

上
の
岸
辺
目
に
見
ゆ
泣
け
と
ご
と
く
に
』

か
な
。
」
と
言
っ
た
。

そ
れ
か
ら
又
十
数
年
が
過
諾
い
彼
は
六

十
才
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
爾
来
こ
の
時

期
に
な
っ
て
三
峯
川
辺
少
の
土
手
を
歩
き
、

河
原
の
柳
の
青
く
な
っ
て
く
る
の
を
み
る

と
彼
の
面
影
と
重
な
り
、
自
然
に
口
を
つ

い
て
出
る
よ
う
に
な
り
今
日
に
至
っ
て
い

る。

や
は
ら
か
に
柳
あ
を
め
る
北
上
の

岸
辺
目
に
見
ゆ
泣
け
と
ご
と
く
に


